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注 意 事 項

1．試験開始の合図があるまで、この問題冊子を開いてはいけません。

 2．解答用紙に、正しく記入・マークされていない場合は、採点できないことがあります。

 3．問題冊子は、この表紙を除いて 4 ページあります。試験開始後、はじめにページの脱

落がないかを確かめ、脱落などに気づいた場合は、手をあげて監督者に知らせなさい。

 4．問題は 4題あります。

 5．解答はすべて解答用紙の所定欄に、ＨＢの鉛筆またはシャープペンシルを用いて、

正確にマークしなさい。解答用紙の所定欄以外の余白部分には、何も記入しては

いけません。

例えば、 カ と表示のある問いに対して②と解答する場合は、次の(例)のように

問 NO のカの解答欄の②にマークしなさい。

（例）

 6．この問題冊子の各ページの余白は、下書きなどに適宜利用してかまいませんが、どの

ページも切り離してはいけません。

 7．この問題冊子および解答用紙は、持ち帰ってはいけません。

【解答上の注意】

解答上の注意は、裏表紙に記載してあります。この問題冊子を裏返して必ず読みなさい。

2025 年 1 月 29 日 解答時間 60 分

受 験 番 号 氏 名

  

解 答 欄

カ



解答欄は １ の ア ～ チ

１ 次の空欄に当てはまる数値または符号をマークしなさい。（全問必答）

（１） 次の因数分解を完成させよ。

x＋ － x＋ － ＝ ア x－ イ ウ x＋ エ

（２） a＝ － のとき，a＋a＝ オ ，a＋a＝ カ である。

（３） 何人かの子どもにみかんを配る。 人 個ずつ配ると 個余るので， 人 個ずつ配った

ところ，余ったみかんの個数は 個より多く 個より少なくなった。このとき，子どもの人

数を x人とする不等式は， ＜ キ x＋ － ク x＜ ケ である。よって，子どもの

人数は コ 人で，みかんの個数は サ シ 個とわかる。

（４） 以上の自然数 p，qについて，自然数を全体集合 Uとし，Uの部分集合 A，Bを，

A＝  x｜xは pの正の約数 ，B＝  x｜xは qの正の約数 とするとき， ス ～ ソ に当て

はまるものを，次の①～④のうちから一つずつ選べ。ただし，同じものを繰り返し選んでも

よい。

① 必要十分条件である

② 必要条件であるが，十分条件ではない

③ 十分条件であるが，必要条件ではない

④ 必要条件でも十分条件でもない

（ⅰ） A∩B＝ ， であることは，pと qがともに の倍数であるための ス 。

（ⅱ） A∩B＝ であることは，pと qがともに素数であるための セ 。

（ⅲ） A⊂Bであることは，p≦qであるための ソ 。

（５） 次の 個のデータの平均値と中央値はともに である。ただし，a＜bである。

， ， ， ，a，b

このとき，a＝ タ ，b＝ チ である。



解答欄は ２ の ア ～ ソ

２ 次の空欄に当てはまる数値または符号をマークしなさい。（全問必答）

aは定数とする。f x ＝x－ ax－ a－ ≦x≦ について， 次関数 f x の最小値を mとする。

このとき，次の問いに答えなさい。

（１） f x ＝x － ax－ a－ ＝ x－a －a－ ア a－ イ より，

次関数 f x の最小値 mを，次のように場合分けして aの式で表すと，

（ⅰ） a≦ のとき， m＝－ ウ a－ エ

（ⅱ） ≦a≦ オ のとき， m＝－a － ア a－ イ

（ⅲ） a≧ オ のとき， m＝－ カ キ a－ ク

となる。

（２） （１）（ⅱ）のとき，mを aの関数と考えると，

a＝－ ケ のとき，mは最大値となり，m＝ コ である。

（３） 次方程式 f x ＝ は，

－ サ ＜ a ＜－ シ のとき実数解をもたず，

a ≦ － サ ，a ≧ － シ のとき実数解をもつ。

（４） a＝ のとき， 次関数 f x のグラフと x軸との交点をＡ，Ｂ， 次関数 f x のグラフの頂

点をＣとするとき，△ＡＢＣの面積は ス セ ソ である。



解答欄は ３ の ア ～ ス

３ 次の空欄に当てはまる数値または符号をマークしなさい。（全問必答）

下の図のように，円Ｏと円Ｐがあり，四角形ＡＢＣＤは円Ｏに内接している。また，直線ＡＢ，

直線ＡＤの延長と円Ｐとの交点をそれぞれＥ，Ｆとし，ＡＢ＝ ，ＡＤ＝ ，ＤＦ＝ とする。この

とき，次の問いに答えなさい。

（１） 円Ｐにおいて，弧ＥＦに対する円周角は等しいから，∠ＥＢＦ＝∠ＥＤＦであり，外角も

等しくなるから，∠ＡＢＣ＝∠ＡＤＣである。

また，四角形ＡＢＣＤは円Ｏに内接しているから，∠ＡＢＣ＋∠ＡＤＣ＝ ア イ ウ °

である。よって，∠ＡＢＣ＝∠ＡＤＣ＝ エ オ °である。

（２） ＢＥ＝ カ であり，ＤＥ＝ キ ク である。

（３） ＤＣ：ＣＥ＝ ケ ： コ である。

（４） （１）より，直線ＡＣは円Ｏの直径になることを利用すると，円Ｏの半径は サ であ

る。また，円Ｐの半径は シ ス である。

Ｏ Ｐ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ



解答欄は ４ の ア ～ ス

４ 次の空欄に当てはまる数値または符号をマークしなさい。（全問必答）

人の男子Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄと， 人の女子Ｅ，Ｆの 人が並ぶとき，次の問いに答えなさい。

（１） 人が一列に並ぶとき，並び方は全部で ア イ ウ 通りある。

（２） 人が一列に並ぶとき，ＡとＢが両端にくるような並び方は全部で エ オ 通りある。

（３） 人が一列に並ぶとき，両端が男子になる確率は
カ

キ
である。

（４） 人が一列に並ぶとき，ＣとＤがとなり合う確率は
ク

ケ
である。

（５） 人が一列に並ぶとき，女子 人がとなり合わない確率は
コ

サ
である。

（６） 人が輪の形に並ぶとき，女子 人がとなりあう確率は
シ

ス
である。






